
第 46回全国歯科保健大会の開催について 
 

１．大会趣旨 

全国各地から多くの歯科保健関係者が参集して開催される本大会は、健全な歯と口

腔によってもたらされる質の高い食生活などが活動的で健康的な生活を維持すること

に重要であることを踏まえ、精神・身体を含めた全身の健康の維持・向上、ひいては

将来における健康寿命の延伸に歯科口腔保健の充実が重要であることを多方面に向け

て広く発信する。 

また、歯科保健事業の推進及び歯科保健衛生の普及向上に、多大な功績があった個

人及び団体を表彰し我が国の歯科保健事業の一層の推進を図る。 

 

２．日 時：令和７年１１月２２日（土） 12 時 30 分～16 時 30 分 

３．場 所：島根県民会館 

４．テーマ：「支える健口 つながる地域～ご縁の国しまねから 広がる笑顔～」 

５．主 催：厚生労働省、島根県、松江市、公益社団法人日本歯科医師会、 

一般社団法人島根県歯科医師会 

６．内 容：別添プログラムのとおり 

７．参加者：県民、都道府県歯科医師会、行政、保健医療福祉、教育機関、 

健康保険組合、各種団体等の関係者  （参加者数：710 人） 

 

８．概 要： 

（１）歯科保健事業功労者表彰 

・厚生労働大臣表彰（個人 57 名、地域功績団体 1団体、/職域功績団体 6団体） 

島根県：人見晴正 氏  

・日本歯科医師会会長表彰（個人 56 名） 

島根県：安部 守 氏、板倉茂行 氏 

 

（２）シンポジウム 

テーマ「10 年後の歯科医療提供体制と問題点」「健康長寿と咀嚼」 

① 「歯科医療提供体制維持に向けての中国５県調査」の結果より 

中山間地域では歯科医師の高齢化と同時に受療者の高齢化が進み、10 年後

には受療困難地区が増加。現在の歯科診療の枠組では世代交代・事業継承に

よる維持が困難。 

・関係者のみならず、広く県民へ現状理解求める。 

・「へき地・離島歯科医療への制度整備」「移動診療車の有効活用に向けた法

整備」といった歯科医療供給体制に係る制度と運用の再構築が必要。 

・医師、歯科医師の連携や自治体間の連携の推進。 

 

② 「高齢者の口腔の健康状態と機能障害・死亡との関連性に関する研究結果」

より 

「咀嚼機能の低下」「残存歯数の減少」「歯周病の進行」などが機能障害及び

死亡に与える影響が大きくその関連性が証明。 

・すべてのライフステージでの口腔機能の保持・増進が重要。 

 

 （３）その他 

・健康関連のブース設置（血管年齢測定、骨健康度測定） 

資料 ５ 






